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煙火消費許可申請書、煙火消費計画書の記載について

１．平成２５年４月から「煙火消費における保安距離の基準」（３頁から６頁）が改正され

ました。改正されたのは、「打揚煙火以外の煙火（仕掛煙火）の保安距離」の部分です。

なお、「火の粉の飛散距離」は、カタログなど「火の粉の飛散距離を確認できるもの」を添付し

てください。確認ができない場合、最低の距離の 2倍以上の保安距離を確保してください。

２．申請書を記載するにあたり、申請者（主催者）は、煙火業者に記載を任せるのではな

く、「保安距離の現地確認」、「観客席の配置や警戒員（警備員や見張人等）の配置」に

ついて、事前に調整のうえ、提出してください。

３．申請書の提出期限は、煙火の消費行為を行う日の３０日前までと定められています。

４．火薬類（煙火）消費許可申請書【様式 44】、煙火消費計画書【様式 45】の記載につい

ては、それぞれの記入要領をご確認ください。

５．煙火消費計画書「10 煙火打揚配置図及び付近見取図」については、内容が確認でき

ましたら添付の様式を使用していただく必要はありません。

「記入要領 煙火消費計画書事項７」（１７頁）に示された内容について、記載してく

ださい。

なお、消費場所から保安物件までの距離がわからない場合は、実測またはインターネ

ット上の地図ソフトなどにより確認をしてください。

６．申請にあたり、１件あたり７，９００円の手数料が必要となります。

「証紙貼付用紙」（７頁）に三重県収入証紙を貼り付け、『申請書類』（２部必要）に添

えて、ご提出ください。
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煙火消費における留意事項

１．許可証及び消費許可条件を記載した通知文書に記載された条件以外の消費をした場合

は、火薬類取締法第２５条第１項の違反となります。火薬類取締法に定める罰則を適

用することがありますので、必ず遵守してください。

２．煙火消費中、保安距離内に立入ることができるのは「煙火従事者」だけです。

関係者や警戒員は保安距離内に立入ることはできません。

３．煙火消費中、関係者や警戒員は、観客等が保安距離内に立入らないように注意してく

ださい。

４．雨天等の場合に、やむをえず許可されていない場所で煙火を消費する必要が生じた場

合は、許可を受けた地域防災総合事務所または地域活性化局に事前に連絡をしてくだ

さい。

５．事故が発生した場合は、煙火の消費をいったん中止して、現場を保存し、速やかに警

察官（海上保安官）に届出ると同時に管轄消防署、許可を行った地域防災総合事務所

または地域活性化局に通報してください。
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煙火消費における保安距離の基準

１．保安距離

火薬類取締法施行規則第 56 条の 4第 4項第 1号の規定に基づき、煙火を消費する場合

の打揚煙火の打揚筒及び仕掛煙火の設置場所から通路、人の集合する場所、建物等に対

して確保すべき保安距離を、消費する煙火の種類及び大きさに応じて、次のとおり定め

る。

（１）スターマイン方式を含む打ち揚げ煙火の保安距離
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保安距離
ｍ

玉の種類

７．５ｃｍ以下
ぽか物 ４０ ｍ

割り物 ６５ ｍ

９ｃｍ以下
ぽか物 ６５ ｍ

割り物 １００ ｍ

１２ｃｍ以下
ぽか物 ７５ ｍ

割り物 １１０ ｍ

１５ｃｍ以下
ぽか物 １３０ ｍ

割り物 １８０ ｍ

１８ｃｍ以下 １９０ ｍ

２４ｃｍ以下 ２１０ ｍ

３０ｃｍ以下 ２４０ ｍ

４５ｃｍ以下 ２５０ ｍ

６０ｃｍ以下 ３００ ｍ



（２）打揚煙火以外の煙火（仕掛煙火）の保安距離

仕掛煙火の種類 取扱条件 保安距離

設置、固定した場

所から動かないも

の

噴出煙火（噴水花火）

地面等に垂直に設

置、固定が確実に行

われていること。

火の粉の飛散距離 *1

の 1.5 倍（最低 10m）

車花火等

設置、固定が確実に

行われていること。

火の粉の飛散距離 *1

の 1.5 倍（最低 10m）

枠仕掛（ランス）
仕掛けの高さの

2倍（最低 10m）

綱仕掛（タキ）
仕掛けの高さの

2倍（最低 10m）

水中仕掛

（水上仕掛）

手投げの場合
投げ込みの位置から

20m

筒から打ち込む場合
打ち込みの位置から

30m

球状・円筒形の

星及び円筒状の

煙火部品を発射

薬を使用して連

続的に打ち揚げ

るもの

乱玉、トラ、花束等

（二次点火しないもの） 打ち揚げ筒が転倒し

ないよう設置・固定が

確実に行われている

こと。

火の粉の飛散距離 *1

の 1.5 倍（最低 20m）

内筒打ち出し等

（二次点火するもの）

火の粉の飛散距離 *1

の 1.5 倍（最低 30m）

手筒花火

火薬量 1,200g 以下
直立点火（消費中

は、原則移動禁止）
20m

火薬量 1,200g を超え

3,000g 以下

横倒し点火（消費中

は、原則移動禁止）

点火時の噴出方向

(前)底詰方向(後)*2

60m その他 30m

演出効果用煙火

火薬量 50g 以下
映画・放送番組の制

作

演劇・音楽等の芸能

の公演、スポーツ興

行・博覧会等に類す

る催し

火の粉の飛散距離 *1

の 1.5 倍（最低 5m）

火薬量 50g 超え
火の粉の飛散距離 *1

の 1.5 倍（最低 10m）

*1 火の粉の飛散距離が不明の場合は最低の距離の 2倍以上の距離をとること。

*2 点火時の底詰方向（後方）は遮蔽物（ベニヤ等）を立てる場合は 30m
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２．保安距離基準の運用について

（１）保安距離基準の適用について

保安距離の確保については原則として上記保安距離基準を適用することとするが、

下記に示す全ての条件が満たされる場合には、この限りではない。

（ア）保安が確保できることの説明資料、実験結果、消費実績等により安全性が確認

できること。

（イ）保安距離内の民家や建築物等への防火対策、付近への散水、消火及び警備体制

の強化が十分に行われていること。

（ウ）消費する煙火の種類や消費の方法、付近の状況等について十分に検討を行い、

安全性が確保されていること。

（エ）保安距離内にある保安物件の所有者、管理者等の同意が得られていること。

（オ）所有者等が「煙火消費中に建築物の中に誰もいないこと」を承諾していること。

（２）玉の直径が 60cm を超える打ち揚げ煙火を消費する場合等の、保安物件に対する保

安距離については、その都度協議し保安距離を決定する。

３．用語の説明

（１）保安距離

煙火消費の際、消費場所から保安物件及び観衆まで確保すべき保安上の距離

（２）保安物件

道路、鉄道、各種建築物や構築物等、煙火消費に伴う万一の災害事故から保護す

べき物件

（３）玉の種類

（ア）ぽか物

少量の割火薬を用いた重量の軽いものをいう。

（例）号砲、段雷、柳等

（イ）割り物

多量の割火薬を用いた重量の重いものをいう。

（例）菊、牡丹等

（４）仕掛煙火の種類

（ア）噴出煙火

噴出薬を詰めた筒を杭等に取り付けるか、台等に固定して噴出口から火の粉を

吹き出させるもの

（イ）車花火等

中心部を固定した車輪状または十字枠の外周に、火薬を充てんした筒を取り付

けて動力として回転し、火の粉や色火を見せるもの。
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（ウ）枠仕掛

木材、竹等で文字、絵型等を組み立て、これに焔管（ランス）を取り付けて一

斉に燃焼させ文字や絵をみせるもの。

（エ）綱仕掛

火の粉を主とする焔管をロープ等につるして山型等にし、落下する火の粉をみ

せるもの。

（オ）水中仕掛（水上仕掛）

川や湖または海岸等の水面を利用して行うもの。

（カ）乱玉、トラ、花束等

紙製のパイプに星を詰め、通常連発式に打ち出すもの

（キ）内筒打ち出し等

紙製のパイプに煙火部品（小割、笛、音等）を詰め、通常、連発式に打ち出す

もの

（ク）手筒花火

噴出薬を詰めた筒をわきに挟みかつ腕に抱え、または手でつかむことにより保

持しながら、噴出口から火の粉を吹き出させるもの

（ケ）演出効果用煙火

映画や放送番組の製作、音楽等の芸能公演等での演出の効果用のもの。
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様式 44
×整理番号

×審査結果

×受 理 日 年 月 日

×許可番号

火薬類（煙火）消費許可申請書

平成 年 月 日

三 重 県 知 事 様

（代表者氏名）                  ㊞ 

名 称

事 務 所 所 在 地

（電話）

職 業

代表者住所氏名年齢

（ 才）

火薬類の種類、数量 別紙のとおり

目 的

場 所

日 時（期 間）

年 月 日 時から 年 月 日 時まで

当日天候等により順延する場合は

年 月 日 時から 年 月 日 時まで

危 険 予 防 の 方 法 危険区域の縄張、警戒札、警戒員の配備は、別紙見取図に記載。

【添付書類】煙火消費計画書（様式 45）

備考 １．この様式の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。

２．×印の欄は記載しないこと。
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記入要領 煙火消費許可申請

１．代表者氏名

・法人格をもつ組織として、申請する場合

→ 法人の代表者の氏名を記載してください。

・個人または実行委員会等の任意団体として、申請する場合

→ 個人の氏名または団体の最高責任者の氏名を記載してください。

２．名称

・法人格をもつ組織として申請する場合 → 法人の名称を記載してください。

・個人として、申請する場合 → 個人の氏名を記載してください。

・実行委員会等の任意団体として、申請する場合

→ 実行委員会等の任意団体の名称を記載してください。

【例：○○花火大会実行委員会】

３．職業

・「氏名または名称」が法人の名称の場合、法人の業種を記載してください。

・「氏名または名称」が個人の場合、その者の職業を記載してください。

・「氏名または名称」が任意団体の場合、団体の最高責任者の職業を記載してください。

４．代表者住所氏名年齢

・法人格をもつ組織として申請する場合

→ 法人の所在する住所、代表者の氏名、年齢を記載してください。

・個人として、申請する場合

→ 個人の住所、氏名、年齢を記載してください。

・実行委員会等の任意団体として、申請する場合

→ 実行委員会等の任意団体の最高責任者の住所、氏名、年齢を記載してく

ださい。

５．目的

・花火大会等の正式名称を含め、目的を明瞭に記載してください。

６．場所

・具体的な位置を特定できるように記載してください。

【例：○○市××地内△△川右岸河川敷◇◇橋下流０～８００ｍ地点】

７．日時

・２日以上にわたる場合は、各々の開始と終了時刻を記載してください。

・開始時刻は、合図としての「信号雷」の打揚時刻から記載してください。
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［別 紙］

煙 火 の 種 類 と 消 費 数 量

（１）打揚げ煙火 （合計 グラム）

大きさ（号数・直径） 種 別 使用火薬類（ｇ／個） 個 数

２号・ ６ｃｍ
音 物 ６ ｇ 個

割 物 １５ ｇ 個

２．５号・７．５ｃｍ

音 物 ８ ｇ 個

曲 物 ２０ ｇ 個

割 物 ３０ ｇ 個

３号・ ９ｃｍ

音 物 １５ ｇ 個

曲 物 ４０ ｇ 個

割 物 ８０ ｇ 個

４号・ １２ｃｍ

音 物 ２０ ｇ 個

曲 物 ７０ ｇ 個

割 物 ２５０ ｇ 個

５号・ １５ｃｍ

音 物 ５０ ｇ 個

曲 物 １００ ｇ 個

割 物 ４００ ｇ 個

６号・ １８ｃｍ
曲 物 ２００ ｇ 個

割 物 ８００ ｇ 個

７号・ ２１ｃｍ 割 物 １，１００ ｇ 個

８号・ ２４ｃｍ 割 物 ２，０００ ｇ 個

１０号・ ３０ｃｍ 割 物 ４，０００ ｇ 個

２０号・ ６０ｃｍ 割 物 ｇ 個

ｇ 個

ｇ 個

※「音物」や「曲物」は、「ぽか物」に含まれます。
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（２）仕掛煙火

枠仕掛・綱仕掛

仕掛名

（ 合計火薬量(g) ）

仕掛の

高さ(ｍ)

長 さ

(ｃｍ)

直 径

(ｃｍ)

煙火（焔管）の

使用火薬量（ｇ/本）

使用本数

（本）

枠仕掛（ランス）

（ ｇ）
8.5cm 0.8cm 3.5g

綱仕掛（タキ）

（ ｇ）
25cm 1.4cm 30g

手筒花火

仕掛名

（ 合計火薬量(g) ）

長 さ

(ｃｍ)

直 径

(ｃｍ)

煙火（焔管）の

使用火薬量（ｇ/本）

使用本数

（本）

噴出煙火（手筒花火）

（ ｇ）

噴出煙火（手筒花火）

（ ｇ）

水中仕掛

仕掛名

（ 合計火薬量(g) ）
点火方法

長 さ

(ｃｍ)

直 径

(ｃｍ)

煙火（焔管）の

使用火薬量（ｇ/本）

使用本数

（本）

水中金魚等

（ ｇ）
手投・筒

その他の仕掛煙火等（小型煙火等）

仕掛名

（ 合計火薬量(g) ）

火の粉の

飛散距離(m)

長 さ

(ｃｍ)

直 径

(ｃｍ)

煙火（焔管）の

使用火薬量（ｇ/本）

使用本数

（本）

噴出煙火（噴水花火）

（ ｇ）

車花火等

（ ｇ）

乱玉、トラ、花束等

(二次開発しないもの)

（ ｇ）

内筒打ち出し等

(二次開発するもの)

（ ｇ）
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（３）スターマイン（合計 グラム）

大きさ（号数・直径） 種 別 使用火薬類（ｇ／個） 個 数

２号・ ６ｃｍ 割 物 １５ ｇ 個

２．５号・７．５ｃｍ
曲 物 ２０ ｇ 個

割 物 ３０ ｇ 個

３号・ ９ｃｍ
曲 物 ４０ ｇ 個

割 物 ８０ ｇ 個

４号・ １２ｃｍ
曲 物 ７０ ｇ 個

割 物 ２５０ ｇ 個

５号・ １５ｃｍ
曲 物 １００ ｇ 個

割 物 ４００ ｇ 個

６号・ １８ｃｍ
曲 物 ２００ ｇ 個

割 物 ８００ ｇ 個

７号・ ２１ｃｍ 割 物 １，１００ ｇ 個

８号・ ２４ｃｍ 割 物 ２，０００ ｇ 個

１０号・ ３０ｃｍ 割 物 ４，０００ ｇ 個
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様式 45

煙 火 消 費 計 画 書

（該当する□印の中に「レ」印をつけ、その他の場合は の中に具体的に記入する。）

１ 煙火製造業者の住所及び名称

２ 煙火の管理

煙火置場

ア 設置の有無 □ 有（ □ 消費準備中まで、□ 消費終了まで ） □ なし

イ 位置

□ 打揚筒及び仕掛け煙火の設置場所並びに火気の取扱所からやむを得ない場合

を除き２０ｍ以上離れた風上とする。

・ 地形上やむを得ない場合の距離 ｍ

ウ 構造（当日の天候等により変更する場合もある。）

□小屋組 □テント張り □シート張り □有蓋車又は完全に覆いのできる車

エ 周囲は煙火、立入禁止、火気厳禁等の警戒札を配置する。

オ 責任者氏名

３ 煙火の運搬、取扱容器の構造

(１) 火気、衝撃、転落に対し安全な木箱又は段ボール箱等による。

(２) 筒場等における取扱は容器に収納し、取出しのつど完全に蓋または覆いをする。

(３) 点火の方法

遠隔点火 □ 導火線 □ 電気点火

直接点火 □ 焼金 □ 落火 □ 導火線 □その他（ ）

隔離距離の短縮 □ なし □ あり

遮へい物の固定方法 □ 杭等 （ □ 杭 □ 筒立て器 □その他（ ））に

縄等（ □ 縄 □ 金具 □ その他（ ））で確実

に固定する。

□ 土のう等を用いて確実に固定する。

□ ガードフェンス（身体全体をカバーできるもの）使用。

□ その他（ ）

点火位置 煙火消費計画書の「10 煙火打上配置図及び付近見取図」に点火

位置を明記する。

遮へい措置 次表のとおり（該当箇所の□に「レ」を入れる。）
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※

打揚筒と球状の煙火玉の離隔距離と防護措置

（ポリカーボネート板を以下［ポリカ］という。）

球状の煙火

玉の直径

打揚筒からの離隔距離（ｍ）

５ｍ未満 ５ｍ以上 １０ｍ未満 １０ｍ以上 ２０ｍ未満 ２０ｍ以上

３ｃｍ超

１５ｃｍ以下

（５号玉）

□

（イ） 飛散物を遮断する

防護措置

例）２ｍｍ厚ポリカ又は畳床

□

（ハ） 飛散物に対する安全対策

（ヘルメット着用等）

□

その他の

安全対策

２１ｃｍ以下

（７号玉）

□

例）４ｍｍ厚ポリカ又は畳床

□

例）２ｍｍ厚ポリカ

又は畳床

２４ｃｍ以下

（８号玉）

□

例）２８ｍｍ厚ポリカ

又は畳床７枚

又は鋼板８．１ｍｍ

□

例)４ｍｍ厚ポリカ

又は畳床

□

例)２ｍｍ厚ポリカ

又は畳床

３０ｃｍ以下

（１０号玉）

不 可

□ □

（ロ） 飛散物の威力を軽減する防護措置

例) ８ｍｍ厚ポリカ

又は畳床２枚

又は鋼板２．３ｍｍ

例) ５．９ｍｍ厚ポリカ

又は畳床２枚

又は鋼板１．７ｍｍ

６０ｃｍ以下

（２０号玉）

□

例) １６ｍｍ厚ポリカ

又は畳床４枚

又は鋼板４．６ｍｍ

６０ｃｍ超

・防護措置の大きさは、人がかがみ隠れる程度の大きさ以上とする。

・４ｍｍ厚ポリカは２ｍｍ厚ポリカ２枚でも可。以下同様、ポリカの重ねでも可。

・上記の表と同等以上の防護措置能力のあるものでも可

・不可のところは、いかなる防護措置を施しても打ち揚げはできない。

※ 該当するすべての□に「レ」印を入れてください。
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(４) 消費の順序の大要

種類

時間 号 号 号 号 号 号 号 号
ｽﾀｰﾏｲﾝ 仕掛 その他

時 ～ 時

時 ～ 時

時 ～ 時

時 ～ 時

時 ～ 時

時 ～ 時

時 ～ 時

４ 煙火の種類

申請書記載のとおり。

５ 危険予防の方法

（１）警戒措置 筒場等から メートル以上の位置に柵又は縄張り等をしてそ

の付近に赤旗又は立札等を掲げ関係者以外の立入を禁じ警戒に当たる。

（２）不発煙火等の回収措置

ア 回収指揮者名

イ 回収従事者数

ウ 回収の時間 終了後 翌日（ 時から 時まで ）

（３）交通規制

□ 有 □ 無

（４）その他

６ 事故発生時の措置

現場を保存し、すみやかに警察官（海上保安官）に届出ると同時に 消防署、

防災総合事務所（地域活性化局）に通報する。

なお、遅滞なく事故内容について報告する。
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７ 煙火取扱従事者名簿（打揚業者名 ）

氏 名 年齢
経験

年数

職 務 分 担 及 び

主 な 作 業 内 容

手 帳 等 の 種 類

保安 消費 臨時 無

８ 打揚筒又は仕掛煙火の据付及び固定方法

（１）打揚筒は、風向きを考えて立て、風下に煙火が飛散する危険のある場合は、筒が

風下に傾斜しないように固定する。

（２）固定方法は、杭等に筒の上下 2 箇所を縄等で確実に固定し、打揚の際の衝撃によ

って筒の方向が変わらないようにする。

（３）スターマインの場合には、筒を４角形や３角形の枠にセットした場合でも、少な

くとも２本の杭により２箇所を固定する。

（４）筒を立てる場所が防波堤等杭を打ち込むことが出来ない場合には、筒立て器を用

いるか、土のう等を利用する。

（５）打揚筒を船上又は軟弱な地面に設置する場合は、打揚筒の大きさに応じ筒の底部

分に土のうか角材、厚板等を並べて敷き、発射の衝撃で打揚筒が著しく土中に沈

没したり、船の甲板等を破壊することにより筒の角度が変わらないようにする。

（６）枠仕掛の場合は、建設用足場を利用して確実に固定する。

（７）綱仕掛の場合は、現場の状況により、クレーン車、建設用足場及びポールに取付

ける。
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記入要領 煙火消費計画書

１．煙火消費計画書

様式 44 の火薬類（煙火）消費許可申請書に本計画書を添付する。

２．煙火消費の中止

煙火の消費を中止する天候上の原因とは次の場合をいう。

（１）強風（風速１０ｍ以上）の場合

（２）大雨等のため発射薬や導火線が汲湿（汲水）するおそれのある場合

（３）火災警報が発令された場合

なお、煙火の消費を中止しようとする場合、関係諸官公庁職員が立会いしている

場合は、主催者は前記職員と十分協議の上、その他の場合は打揚従事者の判断に

よる。

３．危険予防の方法

通路、人の集まる場所等からの安全な距離は、煙火消費における保安距離の基準に

よること。

その他、火薬類取締法に定める、消費場所において煙火を取り扱う場合の各規定を

遵守すること。

４．「７ 煙火取扱従事者名簿」に氏名を記載した者で、火薬類保安手帳所持者及び煙火消

費保安手帳所持者の手帳を保有する者については、それぞれ手帳の写しを添付すること。

５．煙火取扱従事者名簿の職務分担は予め定めた玉の保管係、打揚薬投入係、打揚玉運搬

係、点火係、筒の整理係、早打ちの焼金係等記載すること。

なお、小量消費（無許可消費数量を含む。）の場合は前記の作業を兼務することができ

る。

６．打揚者が２名以上の場合であって、固定方法がそれぞれ異なる場合は異なる方法ごと

に作成すること。

７．「10 煙火打揚配置図及び付近見取図」には次のことを記載すること。

（１）縮尺率及び方位

（２）打揚筒、枠組、裏打、スターマイン及び乱玉等の設置場所

（３）観客席、建物、道路等の保安物件

（４）（２）と（３）の保安距離（それぞれの設置場所ごとに記載すること。）

（５）煙火置場の位置

（６）点火位置

（７）見張人、警戒員、警戒札の位置

（８）危険区域の周囲に設ける縄張り

（９）消火設備の位置

（10）大会本部の位置
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９ 煙火置場の状況

事 務 所 所 在 地

連 絡 者

（電話 ）

責 任 者 名

打 揚 名 称

設 置 場 所 煙火消費計画書の「10 煙火の打揚配置図及び付近見取図」に示す

構 造 の 概 要

構造

その他

注 意 事 項

（例）

・付近の雑草を事前に刈り取る。

・消費前に散水をする。

・消火器及び防火用水（バケツ）を備える。
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記入要領 煙火置場の状況

１．煙火置場を設置する場合に限り、この様式（９ 煙火置場の状況）を添付してくださ

い。

２．複数箇所設置する場合は、設置場所欄にその旨記入する。

３．連絡者の欄には、主催者と当日連絡のとれる者の名前及び連絡先を記入する。

４．打揚名称

夜物－割り物（菊ぼたん、千輪）、ぽか物、吊り物、柳

昼物－ぽか物（信号雷、袋旗物、煙物）、割り物の区分により記入する。

５．設置場所

煙火消費計画書の「10 煙火打揚上配置図及び付近見取図」で示す場合は、その旨

記入する。

６．構造の概要

ア スレート板、鉄板又は木材を用いて屋根、側壁等を用いて建家を構築する。

イ 難燃性のテント張り。

ウ 建家、テント等の構築物以外のシートを覆う。

エ 車両を利用する。

等の例により記載する。

７．参考条項

規則第 56 条の 4第 2項、第 3項
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10 煙火打揚配置図及び付近見取図
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350 300 250 200 150 100 50 0 50 100 150 200 250 300 350

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。

２ 保安物件等に最も近い筒場及び最も大きい号数の筒について、それぞれの設置場所ごとに記載する。 - 20 -






